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研究成果の概要（和文）：本研究は第二言語を習得することで学習者の内面に起こる認知変化を調査し、その変
化を脳画像を用いて測定することを目指した。心理実験から、英語力が異なる被験者間では、異なる認知レベル
が存在することがわかった。脳血流測定からは、第二言語を高い水準で習得していても、母語話者とは異なる脳
領域を使って文法処理することが分かった。また、その処理にはworking memoryに大きな負荷がかかることもわ
かった。

研究成果の概要（英文）：The current study investigated the effects of second language acquisition on
 learners' cognition. From psychological experiment it was revealed that there was a cognitive 
difference between high and low English proficiency groups. From an fMRI study, the results showed 
that even if the learner's second language proficiency was high, the brain regions responsible for 
processing second language grammar were different from that of native speakers. Also, it was found 
that working memory plays an important  role for the process of second language grammar. 

研究分野：言語学
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１．研究開始当初の背景 
英語を習得した日本人バイリンガルは、日
本語しか話さないモノリンガルとは、物の捉
え方が異なる (Cook, Bassetti, Kasai, Sasaki & 
Takahashi, 2006)。英語という第二言語を習得
することで、英語が持つ、英語独特の性質が
話者の思考過程に影響を及ぼした結果起き
る現象である。 
１９２９年に提唱されたサピアウォーフ仮
説を支持する結果である。つまり、話す言葉
によって人の考え方が決定されるという理
論である。後世の研究者たちは、実験を用い
てこの理論を支持している。 
例えば、色を表す言葉を多く持つギリシア
人は、緑がかった青色を表現することができ
る。ゆえに、ギリシア人が「青」と認識する
色の範囲が広い。しかし、彼らがイギリスに
留学して英語を習得すると、その範囲が狭ま
るという報告がある(Athanasopoulos, 2009)。
英語には「青」と「緑」の二語しかないため、
青味がかった緑や、緑がかった青といった微
妙な色合いを表現できなくなるという結果
である。 
これらバイリンガルを対象にした調査の問
題点は、「文化と言語」を切り離して調査し
ていない点である。被験者が外国に在住して
いるため、純粋に言語が影響しているのでは
なく、文化に影響された結果、認知レベルに
変化が起こるのではないかと批判されてい
る。冒頭の Cook その他の調査でも、イギリ
スに在住する日本人バイリンガルの思考過
程を調査しているため、「文化と言語」を切
り離せない状態で調査報告を終えている。 
 
２．研究の目的 
この研究は、下記の 2点を明らかにするもの
である。 
 
(１) 第二言語を習得すると思考過程に変
化が起ききることを明らかにする。（認知変
化が起きるのはテストで何点をとったとき
か明らかにする。） 
(２) 第二言語は、脳内のどの部分で処理さ
れるのかを明らかにする。（fMRIによる脳画
像を用いて、日本語、英語、バイリンガル話
者の言語処理部位を明ら 
かにする。） 
 
３．研究の方法 
① 『形と素材』を識別する心理テストを用
いて被験者の認知変化を調査する。 
② The Minimal English Test (MET) を用いて
被験者の英語力を測定する。 
③ 認知変化と英語力の関係を明らかにする。 
④ バイリンガル話者に①を実施し、脳画像
から第二言語が処理される部分を明らかに

する。 
 
４．研究成果 
 本研究は、第二言語を習得することで学習
者の内面に起こる認知変化を調査すること
を目的とし、その変化を脳画像を用いて測定
することを目指した。前半は日本人で英語を
習得したグループを中心に、後半は日本語を
第二言語と学ぶ外国人グループを被験とし
て調査を進めた。当初、被験者には日本人の
みを調査する予定であったが、対象言語を英
語に絞らず、日本語を学習する外国人を調査
することで、互いのデータの信頼性を高める
ことが可能になるため、被験者グループを増
やした。その結果、日本人英語学習者を対象
に行った心理実験からは、英語力の高低によ
る認知変化が見られた。つまり、第二言語と
して英語を習得した結果、そのレベルが高い
被験者は、低い被験者とは異なる認知レベル
を保持することが分かった。脳血流の測定か
らは、習得した第二言語の能力が高くても、
母語話者とは異なる脳領域を使って第二言
語の文法処理を行っていることが分かった。
そして、その処理にあたって、working memory 
に大きな負荷がかかることもわかった。 
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